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2002年度第3屈例会発表要旨

日時:2002. 6. 30 (日)9:30-12:∞ 
会場:中野区女性会館 2F珊修室

レベッカ・クラークくヴィオラとピアノのためのソ

ナタ〉をめぐってージェンダ一部視点によるこ論文

の紹介

* Cu.rt主主， UE1e， “Rebeca Clarke 釘ld&>nata 

Form: Qrn:油onsof Gender ar討Ge立時~，" The 

M岨抱1Quaterly81仕掛7)，p払393・窃.

* Kielian'G語以m， Marianne， “On Re加α主主
αarke's Sonata勧 羽olaand Piano: Fe血nine

Spa偲 S組 dMe担.pho弼 ofR朗必ng，"in AudibJe 

笠宮軍部"Gende1; Ident.むandMz阻むeds.Elaine
Bar地 1& l;同iaHarn部sley侶ぽ誠1:C紅白，fu1i，
1銃強1)，pp.71・114.

西甑多恵子{にしざかたえこ)

標記の二論文はいずれも、イギリスの作曲家・グィ

オラ奏者レベッカ・クラーク (1886-1979)の<ヴ、イ

オラとピアノのためのソナタ>C以下<ソナタ>と略)

第1楽章を扱っている。それぞれ異なるアプローチが

興味深し、

<ソナタ〉の成立事糟

1916年、クラークは摘奏旅行のために動転し、詣村

楽振興への尽力で名高いパトロンのエリザベス・クー

リッジと知り合った。<ソナタ>はクーリッジの勧め

で 1919年のクーリッジ・コンクールに応募するため

に書カ寸もた作品である。曲は3楽章から成り、ソナタ

形式による第1楽章では、色彩豊治な和声と旋1掛きな

磐りの中にうたわれてゆく情耕号な曲想が同橡的危

果たして僧鈎者匿名のコンクールにおいて、審査団は

優勝をめぐってくソナタ〉とブロッホの<ヴィオラ組

曲〉とのこ派に靴た。ついにクーリッジ成械を下

し、イ立I~愛者に譲られるが、そ材産<ソナタ>の作

曲者がほとんど無名の女性と知った審査員一問、驚き

に声も出なかったとのことである。

カーティス rレベッカ・クラークとソナタ形式ージェ

ンダーとジャン'}UJ)問題jについて

ソナタ形式初ジェンダー解釈は、フェミニズム音楽

拙評の論点の一つである。一言でいえば、男性的な第

一主鱈主識が封蛸ぬ第二主題(催織と遭遇し、展開

部での幸子余曲折を経て、再現部においては前者が後者

針副長するという図式たフェミニズム音楽研究のな

料こは、こうした解釈をふまえて、女性作曲家による
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ソナタ形式の扱い方に新たな意味を見出そうとしたも

のもある。例えば、第二主題が重要な働きをなすシャ

ミナードのピアノ・ソナタ第1楽章につし、て、マーシ

ャ・シトロンが示費し，たように、作曲者は対主として

ソナタ形式の捜範からあえて逸脱し、抵抗していると

いう可能性の読みである。お

この論文でカーティスi士、まず供品分析を行い、<

ソナタ>第 1楽章についてそうした読みを否定する。

すなわち、第一、第二主題はそれぞれいわゆる男樹句

および対封切生格で始まるが、再現部では第二主題が

変容をみせて力あふれるクライマックスを築く。しか

し、これをジェンダー・コードの逆転と解釈すべきで

はな凡なぜなら、第一主題は終楽章の最後に男憎き

な性格で再現して全曲を終えており、仮にジェンダー

解釈に従えば、この作品では女性が最終的には男性の

力に屈するということになってしまう、と。

さらに、当時の理論家たちのソナタ形式親をみると、

王立音楽カレッジでクラークの師、であったチャール

ズ・スタンプォードの「作曲論J(1911)を始め、ク

ラーク自身が影響を受けたと述べている音謀議齢家の

著述には、二つの主要主題についての慨11による控持

付けは見られず、むしろ有機的な紘一体としてそれら

磁車樹空が強調されている。そこで、クラークもソナタ

形式をジェンダ一広報点でとらえていなかったことが

推察される。

それではクラークにとってソナタ形式が持つ意味は

何か。カーティスは以下の点に着目する。第一に、ク

ラークのソナタ形式による俗品全4曲のうち、くソナ

タ>とくピアノ三重奏曲>(1921)はともにコンクー

ルの応募入賞作であり、学生時代に書カれた他の2曲

は、教授障による審査というこれまた競斜告な機会の

俗晶で、あったこと。つまり、クラークがソナタ形式を

用いたのは、競い勝つために必要な場合だけだったと

いうのである。実際、クラークの全23曲の室内楽曲

の多くは諒拘な題名を持つ小品である。第二に註目す

べきは、<ソナタ>の冒頭、最強音の騨枕モチーフ

による開始である。クラークの音楽表現.f:b!幅広く豊か

だが、最強音で始まる曲は、全作品のうちソナタ形式

による栴晶3曲にすぎなしもとすれ);f、クラークは、

こうした自己主掛句な表現がソナタの始まりにふさわ

しいと考えたのかもしれな凡さらに、<ソナタ>ゃ

くピアノ三重奏曲>に対する当時の評に自を転ずると、

その規模ヰ様式iこついて「男悩匂と評するなど、女

性の域を越えているとする論調が強い。そこには、ソ

ナタ形式併住吉を男性の領域とする通念が関決されて

いる。こうしたことから、カーティスは、クラークに

とってソナタが男性的なジャンルで、あったと結論する。

とりわけ対空としてクラークがおカれた状況やクラー

クの f女性らししリ振る舞いをめぐるその詳細な語謎
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と洞察は矛峻に富むものた

カーティスの議論の中心は、作曲者のジェンダーと

ジャンルとしてのソナタとの関係であって、作品<ソ

ナタ>との関係ではない。冒頭のf協分析で、第一、

第二主題について言及される括橡的なジェンダーは、

作曲者のジェンダーとは明らかに次元を異にするo も

っとも、だからといって、本論分志望見実のジェンダー

と作品そのものとの関係を否定しているわけではない。

前述した<ソナタ〉冒頭部命〈の注目は両者の接点を

示しているよう仏関フれる。

キリアンーギJレパート『レベッカ・クラークのヴィオ

ラとピアノのためのソナ告について・女性の室開と

メタファーを読む1について

キリアン，ギノレパートの論文は、ある意味で音楽俗誌

そのものに作曲者のジェン，ダーから切り込むものとし、

えるだろう。ただし、くソナタ>の分析で追求される

のは、作曲者のジェンダ、ーではな11¥音楽のアイデン

ティティという「空間Jである。作曲者の意図々吠祝

に帰せられるものでも国定されるものでもなく、聴き

手(分析者)と相互作用的に動き、変形する空間で、あ

る。空間とは、それ自体、女性とりわけ女性の主舞性

と結び付けられる概念であり、その関係はおよそ次の

ように説明される。すなわち、女性は成長に伴う社会

化の過程で、#除あるいは思想化としりた客体化され

る経験を重札それにつれて自らの主観性を埋もれさ

せていく。女性の主観性はまた、感傷性明主気の徴と

してネガティヴな意味合いを持つ。そのように埋もれ，

設黙を強いられてきた女倍拘主観性が引き出され、創

溺句に交渉しあう場が「謂背」なのだ、と。しかしな

がら、その f女性Jもまた儲定したカテゴリーではな

しも軽や制こ主体位置を移動し、埠嬬していく行為遂

行的なものとして想定されている。

こうした前提に立つキリアン・ギノレパートの作品分

析におし、て、ソナタ形式は便回二平i関される枠組みに

すぎなし、<ソナタ>の絡邸あるいは細部聞の関係を

辿りながら、クラークの生活や自己評価i，f協評、さ

らにはシルヴィア・プラスの詩などを行き来し、メタ

ファーを駆使してそれらの交渉の空間を生み出してい

しそこでは単一の論理能関係ではなく、複数の行為

主体と主観性カ精築される。

たとえば、空間のメタファーは、冒頭の5オクター

ヴにわたるピアノの和音ー音響空間に投影される。第

一主題(ヴィオラ)の詳細な分析の後、二つの綿雲の関

係が関われる。いわく、ヴィオラはヒ。アノの響きに閉

じ込められているのか自由に即興しているのか、力か

玄盟、カ噂々。それらのいずれをも然りとするのがこの

空間である。これと対照的に、二てゆ耕雲が対話する

箇所では、ピアノの音域の中で歌うヴィオラは内なる
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戸となる。師のスタンプオードがクラークにヴァイオ

リンからずィオラ.~転向を勧めた時の言葉が引用さ
れる一一そうすすUま聞こえる音楽のちょうど頁ん中に

いることになって全体で何が起きているカ『がわかる一

第二主題の入りは夢のメタファーで、ある。そこ

には、<ソナタ>の女性らしからぬ作嵐ゆえにレベッ

カ・クラーク架空人物説約手上したことを「何より傑

作Jと笑うクラークがいる。存在と内省と夢が混り合

い、客体化(=客報化)され持ないものとなるこの第

二主題で、聴くことの行為主体性に焦，的2移動する。

聴き手の解釈にはその人のさまざまな経験と思考が反

映されるのt(_"さらに、ワルツ、コラー/レ、マーチ、

と様々 なスタイノレでテクスチュアが奏で、られる麗開部

と、二つの主要主彊治報端的に変容する再現部とに視

のパッチワークjがほどこされる。「娘jとは、おそら

くフェミニストの対空音楽理論家としてクラークの世

界に抵抗しつつ共感するキリアン・ギルパート自身で

あり、パッチワークとは複数の読み、複数のアイデン

ティティの構築の表象であろう。かくて女性の主観性

と自己認識が矛盾とアイロニーに揺れる音楽のアイデ、

ンティティに反響する…

メタファーを用いる作品分析は、個人的な主観キ懇

意に基づくものではない。くソナタ>分析を通じて、

キリアン・ギルパート;士、集団的なコンテクストに立つ

音楽のアイデンティティ明齢化を方向付けている。

それは、女性としての表現キ癒き方があるかというフ

ェミニズ、ムが模索しあるいは恒雄してきた問題に、薪

たな角度から光をあてるもののように思ゐれる。

註)α回 is，施:rcia， Gender and ti.影 J踊lsir:alぬnon

(印mbridge:臼mbridgeUIriversi1y Press， 1993). 
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2002年度第5由例会発表要旨

日時:2002. 1 2. 7 (土)9:∞-12:00 

会場:杉並区立産葉商工会館第1集会室

托ソリーのドリンカー論 F音楽と女性の謹史』

の「あとがきJ紹介 ‘ 
Solie， Rtr也 A A齢，rword:訟原出勤垣島，r's

Achievement 

Dri由民訟判prue.M憎 た 錨d恥m飾品e説vry

ofJ%m脳血品館Relat;i;縄加M磁 ie なえ欄

Y町k:TheFemi出stP鵬 s，1鈎5)pp.325・382.

霞臨多恵子 (1こしざかたえこ)

1948年に出版されたソフィー・ドヲンカー

(1槌8-1968)の『音楽と女性』向は、女性と音楽の研

究史上、重要な先騨今著作である。本発表では、 1995
年の再販に付されたfレース・ソリーによる「あとがき

ーソフィー・ドリンカーの業績j を紹介した。

『音楽と女性』は続的な音楽史ではない。全体は三

部からなり、見出しの「満月Jf闇夜Jr新月j は、そ

れぞれ女性と音楽をめぐる状況を月の満ち欠けに擬え

たものである。すなわち、 f満月jでは原住民族社会か

ら古代に遡り、さまざまな宗教様式にみられる女性の

音業創造を称え、 f闇夜jでは、世界的諸宗教の勃興と

共に発展する父樹句文化と女性の抑圧に憤り、 f新月j

で中世から今日に至る女性の音楽の営みに再び希望を

見出すとしサ構成である。その広範な対象と博識には

驚かざるを得なu、しかし一方、三部構成の見出しに

象徴される女性観などに戸惑う読者も少なくないだろ

う。あるいは逆に共感を覚える読者もいるかもしれな

し、ともあれ、本書の意義を音楽史学とフェミニズム

研究の両面から論じた fあとがきj は、現代の読者に

とって必読の手引きといえようc

fあとがきjは序と三つの部分からなる。 f文化・フ

ェミニズム・聖なるものjと題する最初の部分はドリン

カーの生い立ちゃ生活について、とくに夫と共に主催

した「歌う会j釘ngingp紅 tyを中心に述べられ、後の二

部は『音楽と女性iについてそれぞれ音楽史学及びフ

ェミニズム研究の面から考察されている。以下はその

概略である。

フィラデルプイアの裕福な家庭に育ったソフィー・

ノ、ッチンソンは、法律家ヘンリー・ドリンカーと結嬉後、

1偲8年から約30年間に渡って自宅で「歌う会j を催
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した。聴衆のいる潰奏会ではなく、出席者が皆一緒に

歌うというこの会は、ドリンカ一夫妻にとっていわば

音楽に対する信念の具体化であった。すなわち、アマ

チュアリズムの税拐、精神の糧としての音楽の神聖視、

そして f偉大なj作曲家の音楽に対する崇敬の念が会

の推進力となっていたのである。

アマチュアの音楽活動の{思隼i士、当時のブ、ルジョワ

文化における一つの傾向でもあった。しかし、そこに

は、民衆の文化的向上に尽くすという使命感が階級意

識と結びつき、音楽を売買する職業音楽家より上流の

アマチュアこそ指導者と自負する傾向もみられる。f歌

の会jの場合、出席者の決定はもちろん、選曲を始めす

べてに、音楽を専門に学んだことのないドリンカ一夫

妻が采配をふるった。二人の考えによれば、音楽によ

る精神の昂揚は、偉大な作品の漬奏体験を通じてこそ

得られる。そこで、曲目はバッハのカンタータなどい

わゆる大作曲家の傑作に隈られ、そうした作品に対す

る崇敬の念にもかかわらず、独唱部分はしばしば省、か

れ、あるいはパート全員で歌われた。プロの妙技の披

露はもってのほかだった。このようにドリンカ一夫妻

は、他の多くの音楽パトロンと異なり、自国の作曲家

や演奏家には関心を示さず、ひたすらアマチュアの啓

蒙に熱意を傾けたのである。

このようなヨーロッパ芸術音楽一辺倒の生活は『音

楽と女性』の内容と一見結びつかないかもしれなし、

だが、本書における共同体活動の重視や、専門家より

一般向けに想定された読者対象は f歌う会Jの実賎に

合い通じるものであるう。

執筆のきっかけは、1930年に女声合唱団モンゴメリ

ー・シンガーズに入居したドリンカーが、そのプログ

ラミングを一手に引き受けたことであった。女性のた

めの合唱曲の乏しさに気付し、たドリンカーは、女性の

真の音楽表現を求めて人類学や考古学、神話に至る広

範な領域の調査研究に乗り出す。学界外にあって既存

の枠にとらわれず、豊かな財力ゆえに専門家の助力や

資料の入手に恵まれたドリンカーの研究成果は、十数

年後『音楽と女性』に結実した。

音楽史学としての『音楽と女性』一一

本書はジャーナリズムや歴史学界では話題となった

が、音楽学界ではさほど注目されなかった。その背景

には、アマチュアを封槻ミするアメリカ音楽学界の傾向

があろう。歴史学と異なり、音楽学は新しい学問分野

としての確立に未だ苦撮していた時期であったからだ。

だが根本的な要因は、本書が当時の音楽学の枠に収ま

らず、むしろ歴史学の特長を帯びていたことにある。

すなわち、長い歴史的パースペクティヴ、共同体の実



-

銭に焦点を当てた記述、そして社会の変化が音楽の変

化をもたらすという歴史のメカニズムの認識である。

これらはアメリカ歴史学の中でも進歩的といわれた流

派の特長に近いが、音楽学においては、当時比較音楽

学と呼ばれていた領域を別にすれば、およそ異質なも

のであった。過去2，3世紀の大作曲家の作品を対象

に、音楽の内なる法則による進歩を実証しようという

傾向の強かった音楽学界の中には、本書は芸術と関係

がないものと一蹴する向きもあった。

しかし、歴史を政治的な力のあり方からとらえ、音

楽を人間の営みとして考察した本書は、音楽史とは何

かといった根掠的な関いを喚記する。既存の音楽学に

会げるオータナティヴの提示としてきわめて興味深い

範例といえよう。

フェミニズム硯究としての f音楽と女性』一一

本書に上述の特長をもたらしたのは、女性の不可視

{伏牲}JI股割の強国な持続といった社会の仕組みに対

するドリンカーの慧眼であった。また、進歩的とされ

る時代に女性はむしろ抑圧されるといった父権的文化

の特賞をもドリンカーは熟知していた。ジェンダーの

構鰯生と父権制についてのこうした洞察は、驚くべき

先見の明である。後に「音楽における女性運動のバイ

ブルj と呼ばれる本書は、この点でフェミヱズ‘ム歴史

学を先取りしていたのT二
しかし、一方で本書を貫くのは、いわば女性の普遍

的な本質の賛美である。つまり f生命の力j との密接

な関係ゆえに、女性は本来、宗教・癒し・音楽に秀で

ており、その自然な能力にもかかわらず、男性神であ

る一神教の成立によって宗教上の力と同時に音楽の力

を失ったという。周期的な生のリズムが音楽と嬉しに

通じるという前提は、女神の物語に彩られつつ、古今

東西の文化を縦横に横断してし、く。祖先の文化を現代

の無文字文化と同一視する古い学説の余韻が聞こえる

ようだ。産む者としての力を基盤とする女性礼賛は、

性B椴割の面からいえば、現状維持に頗く。しかし、

こうした両義性を持つドリンカーの思想もまた、女性

参政権運動後に現れた様々なフェミニズムの一つであ

った。むしろ、当時のフェミニストの多くは、女性の

普遍的な本震を言緯としていたといえよう。

もう一つの矛盾は、 f大J作曲家に対するドリンカー

の絶対的な信奉にある。父権的文化に対する自らの鋭

い摘察と批判にもかかわらず、「偉大なj作品がそうし

た文化の所産であることは認識していなかったよう尤

さまざまな文化に女性の音楽創造を見出しながら、ヨ

ーロッパの調性時代となると著名な女性作曲家はいな

いと決め込んでいるふしもある。本書にかし、まみられ
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る音楽進歩観も大作曲家崇拝と無縁ではないだろう。

しかしながら、こうした問題を差し割いてもなお、

本書はきわめて革新的である。創造と芸術の関い直し

から、女性の不可視性を父樹告文化の反映としてとら

えたことにより、『音楽と女性Jは研究史上に重要な里

程標を築いた。本書の出版以降、ドリンカーはフェミ

ニストとしての自覚を一層強め、関心を共有する女性

たちと交流しつつ、終生父権的文化に関する研究を続

けた。

最後に発表者の感想を一言己『音楽と女性Jは、一面

では非歴史的あるいは前近代的な存在としての女性礼

賛を勢需させる。その半面、男性の大作曲家はドリン

カーにとって性別を越えるほど無上の存在だったのだ

ろう。悲観的にこの二面をあわせみれば、性別役割は

かくも接深いということになる。しかし、何より注目

すべき点は、ソリーのいう fオータナティヴな音楽史

学jであろう。ドリンカーは、今日の西洋音楽史砂慣が

ようやく作品至上主義から脱却して模索し始めた方向

を半世紀前に示したのではないだろうヵ、そしてその

オータナティずな音楽学の原動力が女性という主題で

あったことは意味深い。ここに示されているのは、従

来の音楽史における女性の司港だけではない。「女性」

が研究分野の根脚色な関い直しを迫り、新たな地平を

開く重要な契機となりうるということでもある。その

最初の例証として、『音楽と女性』は今後も、このテー

マを追求する者たちの希望の源で、あり続けるだろう。

註:NewYork:白 'ward地 C姐 n乱邦訳 :W音楽と女性の

歴史』水垣玲子訳学芸書林 1996



パリコンサート:レクチャー

F20輩記B本における女性作曲家の軌蕗』

辻藩義(つじひろみ〕

ここでは、 i20世紀における日本の女性作曲家の軌

跡Jというタイトルで、洋楽を受容した明治時代から

昭和期における日本の作曲界を説明しながら、女性作

曲家の置かれた立場についてお話ししたいと思います。

お手元のプログラムは、今晩のコンサートでお聴かせ

する日本の女性作曲家5人と同時代に活躍したタイユ

フェールのプロフィールと作品の簡単な紹介、そして

歌詞を掲載したものです。また、日本の洋楽界と女性

作曲家を年代願に並べた関連年表も併せてご参照下さ

い。年代に関しては、便宜上、元号(明治、大正、昭

和)を用いることが多いι思いますので、こちらの年

表をご、覧になって、明治は 19世紀末から 20世紀初頭

まで、大正はその後の 15年間、昭和は20世紀末まで

と大雑把にご理解下さい。

【日本の音楽事情、及び女性と音楽I
さて、皆さんは「日本音楽Jとしづ言葉から、どん

な音楽を連想するでしょうか?我々 B本人でも、おそ

らく大方の人が歌舞伎、事曲、民謡といった「古典芸

能Jを挙げるでしょう。しかし、日本人にとって最も

日常生活の中で親しんでいる音楽は、明治期に輪入し

た西洋起掠のもの、いわゆるクラシック音楽の類です。

このことは、日本全国に 110校を数える音楽大学(短

大、音楽教育学部系大学含む)を始め、音楽科教科書

の内容を見ても、し、かに西洋音楽に偏重しているか、

ということは明らかです。また、本場の音楽を学ぶ目

的で接航する日本人留学生の多さや圏際コンクール入

賞の数々もその一端と言えます。その一方、「日本音楽

(古典芸能)は?J と関かれでも、殆どの日本人が説

明できないというのが実状です。こうした二面性を持

つ日本の音楽文化一内面には西洋音楽を、外向的に

は伝統音楽を提示しようとするーを社会学的に、文

化人類学的に解明しようとする研究がここ数年になっ

て注目され始めています。とはいうものの、日本国内

で連日催されるコンサートは相変わらず西洋音楽が主

流です。

文明開化の旗印のもと、政府の欧化政策の一端とし

て、西洋音楽が日本の社会に圧倒的な勢いで輸入され

た明治期から一世紀以上が経ちました。長年、民衆に

慣れ親しんできた鼠統音楽を傍らに押しやり、積極的
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に異文化の受容と同化に努め、これをf国楽Jにまで築

き上げた国はめずらしいのではないでしょうか。日本

の音楽界では、今世紀の幕開けに先駆けて、洋楽受容

期から大正、昭和期にかけての「日本音楽の歩みJを

テーマに掲げたコンサートが各地で催されてきました3

女性の音楽家に囲んだ内容も取り上げられるようにな

りましたが、プログラムの多くは男性の作曲家を中心

としたものです。しかし、現在の日本のクラシック音

楽蜂盛の影には、つまり明治・大正・昭和を通して日

本の洋楽史を支えてきた背景には、明らかに女性の力

が大きく働いていたということも事実です。

さて、日本では、音楽に携わる人口は圧倒的に女性

優位と言えます。例えば、東京芸術大学音楽学部では

7割、私立系音楽大学では 8........9割を女性が占めてい

ます。中でも演奏の分野で女性の占める割合や活躍は

際立っていますが、明治期も同様の現象が見られまし

た。例えば、菩i急車通7主?(東京芸術大学音楽学部の前
こうだのぶ こう

身)第1回卒業生3人は皆女性でしたし、幸田延・幸姉

妹、三線、広島ひさをま台め、演奏家や教育者として

名を遺した女性は存在しました。男尊女卑の思想、が依

然として強かった日本において、しかも女性の社会的

進出が困難とされた時代から察すると、これは一見特

異な現象と映るでしょう。しかし、裏を返せば、 f歌舞

音曲の類は芸術として低い地位にあり、男の仕事では

ないjとする、封建的な考えが依然として強かった理由

からです。例えば、当時東京音楽学校(現在の東京芸

術大学音楽学部)の校長は、婦人雑誌の中で、日本女

性に音楽を勧めるために「始経内に居て家を守る婦人

にとって、音楽を趣味に持つことは甚だ都合がよい。

概して婦人は感靖に激しく支配されるので、音楽は宿

生上、健康上、精神の修養上、非常な効能のあるもの

だパと語っています。また、今ではごく普通の習い事

として定着しているピアノも、その普及にあたっては、

この楽器が大正期以降、所有者の社会的なステイタ

ス・シンボルを示し、琴に代わって、良家の子女の嫁

入り道具に加えられたことが一つの要因として挙げら

れます。

しかし、作曲界に目を投じると、この現象は一転し、

欧米のクラシック音楽社会と同様、一種の男性社会が

形成されていました。今でこそ、国際的な舞台でも多

くの女性作曲家が活躍していますが、女性が自由に創

作し、男性の作品と同じ目線で評価されるようになっ

たのは、第2次大戦以後、民主主義や男女平等の思想



が定着してからも尚、相当な月日が経ってからのこと

です。日本人として初めて器楽曲を作曲した幸田延や、

国際作曲コンクールで日本人として初めて入賞を果た

した府民を始め、女性の作曲家は確かに棟して

いたにもかかわらず、これまで彼女達の作品が演奏さ

れる機会は殆どありませんでしたし、その名も忘れ去

られようとしています。

今回取り上げた5人の日本の女性作曲家は、明治・

大正・昭和期にかけての、いわゆる激動の 20世紀を

生きた女性たちです。一女性作曲家のパイオニアと称
まっし主つね

され、大正時代に2度の作品発表会を聞いた松島券、

沖縄音楽の普及に努め、管弦楽曲や舞台音楽にも積極

的に挑戦した註34喜ヌ手、生涯、反戦と女性解放を訴

え続け、民衆のための作曲家を志した岩福島淳、単身

フランスに渡り、日本人として初めて国際作曲コンク
とや まみちこ

ールに入賞した外出道子、そして卓越した語学力と文

才のためにチェコ音楽の研究者・翻訳家としても名高
わたりきょう

い護鏡子。家に縛られ人格も認められない女性が多か

った時代の中で、この5人は女性には到底無理と考え

られていた創作の分野に果敢に挑戦し、作曲家として

自分の信念を貫きました。彼女たちの作品は、こうし

た強い意志と共に、時代や社会的な制約を超え、彼女

たちの音楽に対する純粋なメッセージも伝えてくれま

す。

ところで、彼女たちの作品はある意味では日本の洋

楽史の縮図とも捉えることができます。一洋楽を積極

的に受容し、その様式を無批判に模倣した明治期。創

作の関心を歌曲から管弦楽へと移し、名演奏家の来日

や海外からの靖報を通して、洋楽に対する関心や視野

を広げた 1930年代。そして主義・主張を共にした作

曲家同志による様々な作曲グループの興隆。その作風

も、 ドイツの古典派やロマン主義に偏った路線から、

フランス印象主義を始め、ヨーロッパの新しい民族楽

派、続いて日本の民族主義的なスタイルへと推移して

いきます。しかし、第2次大戦が始まると、音涼5活動

にも統制や圧力が加わり、音楽雑誌は休刊を、既成の

作曲グループは解散を強いられました。軍国的・愛国

的な内容を歌った作品が量産された時代の中で、はっ

きりと反戦を唱えた吉田隆子は極めて例外的な存在と

言えます。この一連の日本洋楽史の流れは、 5人の女

性作曲家たちの活動と見事にオーバ}ラップしていま

す。

では、一人ずっその生避を辿っていきましょう。
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I在語義1

1890年、松島参は山形県に生まれました。その 2

年後、タイユフェールはパリ郊外で生まれていますが、

年表を見て頂けるとおわかりのように、この二人の生

涯辻時代的にはとても近い関係にあります。松島は女

学校卒業後、音楽学校進学を希望するようになります

が、裁判官の父は、演奏家を芸人と呼び、芸事を聴衆

から見られる卑しい身分の者がする道楽と見倣してい

ましたので、これに猛反対しました。松島は f演奏家

ではなく、音の研究をする目的で進学したしリと必死

に説得し、自分から舞台に立たないという条件付きで

ようやく父の承諾を得ます。

1908年、松島は東京音楽学校本科ピアメ科に入学

し、 H.ハイドリヒ、 R.ロイテノレ、 Eショノレツ、 H.ヴエ

ルクマイスターの外国人4教授の下で、ピアノと作曲

法を学びました。 1911年、同校を卒業した松島は、

留学に構えて研究科に進み、同時に東京外国語学校イ

タリア語特別科に入学します。ところがその 1年後、
のままれすけ

当時の学習院院長乃木希典より「女子学習説教官にJ

と懇願され、さらに父が病床に伏したことも重なり、

留学を断念し、以後35年間女子学習院に奉職するこ

とになります。

その一方で、作曲家としてのキャリアも着々と積んで

いきます。師の勧めによって、大正期に作品発表会を

2度開催し、「我国初の女性作曲家jと紹介されました。

当日のプログラムは弦楽四重奏曲、ピアノ、チェロ、

ヴァイオリン強奏曲、強唱曲と幅広いジャンルに護っ

ていますが、これらの作品は西洋的な語法による古典

的な手法で書かれています。ただし、メロディーの作

り方に捷法性の強い作品も見られ、構造や和音付けが

西洋的、メロディーは日本的といった強特な響きを生

んでいます。

1946年、松島は女子学習院を退官後、創作の対象

を日本古来の伝統的な要素や仏教音楽に移していきま

す。 1979年、その集大成とも言うべき

d繰張緩議総〉を完成しましたが、演奏時間こ

2時間を要する大治の為、未だに日本では漬奏されて

いません。

I主主3i吾氏手1

金井喜久子は 1奴)6年、沖縄県宮古島に生まれまし

た。すぐ上の姉は「沖縄の歌姫Jと称された有名な沖

縄民謡の歌手です。日本最南端の県・沖縄は、 15世紀



以降首里を中心に栄えた宮廷音楽と、長い歴史の中で

中国や日本本土、さらにタイやインドネシア等の南方

の国々との交流を通して育まれた民倍音楽を併せ持つ、

独自の音楽文化を築き上げました。こうした音環境の

中に育った金井は、一貫して沖縄民謡の旋律と素材を

基調に置いた幅広いジャンルの創作を手掛けるように

なります。

金井は、故郷沖縄音楽の美しさを人々に知らせたい

という使命感を抱き、 1933年、東京音楽学校専科作歯

科に入学、その後研究科に進みました。被女の音楽的

な特徴は、長調・短調ではなく、琉球音階を徹底的に

用いて作曲していることです。

金井は戦中、戦後の動乱の中にも拘らず、精力的に

創作活動を展開していきます。 1944年から 1946年に

かけて3回の交響作品発表会を、また 1950年には作

曲グループ fE織を組織し、作品発表会を3回開

きましtco オベラ、歌舞伎劇、ミュージカルといった

舞台音楽にも意歌的に取り組み、その意味でも rf乍曲

は男の仕事、女性はせいぜい声楽曲の作曲Jという従

来の考えを覆した、本棒的な作曲家と言えます。

また、金井の国際的な活動も控目されます。 1954
年、ブラジノレ・サンパウロでの「国際民族音楽会議j

に日本代表として出席し、サンパウロ、ロサンゼルス、

ハワイにおいて作品発表会を開擢しました。その2年

後、沖縄を舞台としたアメリカ・ MGM映画『八月十

五夜の茶屋』の音楽を担当しています。やがて、沖縄

復帰記念式典、沖縄国際海洋博覧会といった沖縄と関

連した式典には欠かせない作曲者として不動の地位を

築いていきました。

よしだたかこ

{吉田隆子I

吉田隆子は 1910年、東京に生まれました。 1927

年、女学校を卒業後、在日フランス人教師から影響を
はしもとくにひこ

受け、作曲家を志すようになります。やがて橋本国彦門

下左なり、 1931年、ピアノ曲《カノーネ》、歌曲《ポ

ンチポンチの盟廻し》を発表し、作曲家としてデビュ

ーしました。その後、 Eサティに額倒し、フランス近

代音楽を日本に初めて紹介した審議説話の下で研鐘を

積みます。その後、プロレタリア音楽運動 (PM)に

共鳴した吉田は、 1932年中野鈴子の詩《鍬》に作曲し

たのを機会に、家や師とも絶縁してPMの音楽運動に

加わりました。 PMは 1934年事実上解散しますが、
がくだんそうせい

吉田は翌年 f楽団創生j を創立し、進歩的な音楽の創
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造とj寅奏を自指して、民衆のための音楽運動を起こし

ました。

吉田はこうした一連の活動によって、思想犯として

4度の拘留生活を送ります。また、楽壇に突ける批判

も含めて、時代的制約をものともしない鋭い評論を数

多く遣しました。波乱に満ちた生活の中で、彼女は何

不自由ない「お嬢さんj から fモダンガールjへと変

容を遂げていきますが、20年間共同生活を送ることに

なる、劇作家・滋廷と知り合うのもこの時期です。

二人は常識にとらわれない新しい男女関係を構築しよ

うと、良きパートナ一、仕事仲間として、生涯、法的

な婚姻関係を結びませんでした。久保との共同作品と

して4歯の康j音楽がありますが、中でも (ωぇ山灰地》

(1936)は二人の関係が友人から恋人へ、そして共同

生活者へと推移する時期に書かれたf隆子の愛と生濯

を象撤した詑念作品j です。この《火山灰掛〉のメロ

ディーやりズムを土台として、 1952年、《ヴァイオリ

ン・ソナタニ謂》は作曲されました。その 4年前に

タイユフェールは《ヴァイオリン・ソナタ第2番》を

発表していますが、日本ではちょうどこの時期 (1930

.......50年代)にかけて、ヴァイオリン・ソナタのジャン

ルが、多くの作曲家たちによって量産されています。

1949年、与謝野晶子の詩《君死にたもうことなか

れ》を作曲、さらにこの作品をオペラ化しようと、若

き日の品子をテーマにした台本を久保の協力を得て書

き上げ、作曲に着手しましたが、未完のまま、 1956

年46識の若さで病没しました。

i宮議享l

渡鏡子は 1916年、東京・永田町の現在のアメリカ

大使館の敷地となっている、広大な邸宅に生れました。

1932年、新設された東京音楽学校作曲部に入学、 1936

年同校作曲部を第1期生として卒業しました。ここで、

李磁の妹である雑誌こヴ、アイオリンを、議識しと

G.マーラーの弟子であった瓦プヲングスハイムに作

曲を師事します。実は、プリングスハイムとのドイツ

語による会話が、護の語学力を爵かせることにもなっ

たのです。戦後は、平凡社で『音楽事典』の編纂に携

わりましたが、第二子出産後は仕事場を自宅に移し、

生活のためにピアノ指導や執筆・翻訳活動に追われ、

思うように作曲活動に専念できませんでした。

さて、彼女の名を音楽学者として位置づけることに



なったきっかけは、1961年に思師プリングスハイムの

勧めでO.ショウレック著『ドヴォルジャーク』の日本

語訳を出したことです。 1963年には日本人女性として

初めて「プラハの春j音楽祭に招かれ、東欧各国を歴

訪しました。翌年、ドヴオノレジャーク博物館長より「ド

ヴォルジャーク協会会員証jが贈られ、 1966年に音楽

之友社より『スメタナ/ドヴォルジャーク』を出版し

ます。また、『近代日本女性史5ー音楽』は当時の日本

の音楽事情と女性音楽家をテーマとした先駆的な文献

として、大変有益です。

一方、本業の創作活動は、多忙な執筆活動の影と

なってし、まいました。民族的な色彩を持つ壮大な作

品《クラヴィーア、グァイオリン、チェロのための

三重奏曲))(1950?)を除くと全て声楽曲ですが、ど

の曲も渡の粋なセンスやユーモア、言葉と音楽との

結びつきの深さが感じられます。

I給自主写l
さて、最後に紹介する外山道子は、この5人の中で

最もパリと関係が深L、作曲家です。彼女は、 1937年パ

リで開催された国際現代音楽祭(現在の f世界音楽の

日々 J)に入賞を果した、日本人初の作曲家です。しか

し、この入賞作品である「ソプラノ、クラリネット、

パスーン、ブルート、チェロのための《やまとの声))J

が日本で初演されたのはそれから半世紀以上経った、

1993年のことです。

外山道子は 1913年、大阪の大富豪の家庭に生まれ

ました。祖父は関西の財界で活躍した人物ですが、彼

女はこの祖父の進歩的な生き方に惹かれて、幼少時よ

り外国への憧れを強く持ち、自分の意志でフランス留

学を決めて、独学でフランス語を習得しました。 1930
年、 H.ジル=マルシェにピアノを習う目的で単身パリ

に渡り、次第に創作に興味を持つようになります。

1936年、エコール・ノルマルに入学し、 N.ブーラン

ジェにソルブェージュを師事します。そして、当時の

フランス音楽界の吾匿JAベールの自に留まり、彼に

推挙されて、 1937年第15回国際現代音楽協会主催の

音楽祭に《やまとの声》を応募し、入賞を果しました。

戦後、研究欲に駆られ再び渡仏し、パリ国立音楽院

にてミヨ一、メシアンに師事し、 1954年、作歯科の学

位を取得しました。さらにP.シェフェールの影響を

受け、翌年コロンピア大学に入学し、ここで電子音楽

を6年間学びます。 1961年、外山はロックブエラー財

団より電子音楽の奨学金推薦を受け、日本に音響スタ

ジオを設立する目的で婦国しましたが、指導教富の転

任によってこの企画は断ち切られてしまいます。その

9 

後、音響学に関する執筆を中心に活動し、現在も東京

でお元気に暮らしていらっしゃいます。

外山は、「作曲は自分にとって楽しみであり、自分

のためにするもの。自分から敢えて作品を発表する気

はない。Jと語っています。彼女が作曲家として名を遺

せなかった背景には、勿論こうした消極的な姿勢が根

底にあるからでしょうが、日本の音楽界・楽壇に何の

つながりも持たずに、一匹濃の如く活動し成功する難

しさを窺い知ることもできます。

以上、 5人の女性作曲家の足跡を早足で辿ってきた

わけですが、ここで敢えて私が言いたいのは披女たち

の仕事を「補足的な音楽史Jと位置付けるつもりはな

いということです。ご理解頂けたかと患いますが、被

女たちは日本の洋楽の歴史を共に歩み、十全にその個

性を発揮する作品を遣しました。まずは、作品が正当

に評価され、レパートリーの1曲として演奏される、

その一歩を踏み出すブとめに、今後も研究を重ねていき

たいと思います。

最後に、ここで外山道子さんからのメッセージ・テ

ープを要約して紹介させて頂きます。「パリで多くの

ことを学び、たくさんの出会いを経験できたことを大

変感謝しています。特にストラグィンスキーは自分の

個性を完成させる上で、重要な人でした。《やまとの

声》はパリで作曲しました。この作品の中で自分の個

性を自然に表現できたのも、ここパリで学んだおかげ

です。J

[完]

*本稿は、著者が2002年度第4回例会(2003ム 5)での発表

を基に長谷)11イザベfレ氏や会員の助言を得て手直しを加え、

パリ日本文化会館において実際に行った時の講演原稿を掲

載させていただくものです。なお、パリでは、この原稿の長谷

川イザベル氏訳を大島礼子氏がフランス語にて通訳してくだ

さいました。(編集者)

パリ日本文化会館小ホールでの筆者の湯漬通訳;大島礼子氏

(写真提供:有馬絵息子氏〕
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20世紀日本における女性作曲家の軌跡

2∞3.3.28 (金)
辻浩美

:n; 

号
罰 本の洋楽界と女性作曲家

187も等、日本最初の官立苦楽研究機器(文部省蓋轄)として音楽取讃謝

{東京音楽学校:現在の東京華街大学音楽学部の前身)が創設される

明 I1890年、松島葬山形に生まれる
1892年、ジヱルメーヌ・タイユフヱールパリ郊外に生まれる

l附年タイユ一
1路90伺6年、金井喜久子沖縄県宮古島に生まれる

社
.... 勘

:n: 

1889大日本帝国憲法発布

1鈎O 教育勅語発布

1894 日清戦争 (~95)
1904 日露戦争("'05) 

1908年、総島、東京音楽学校本科ピアノ:科に入学

治 !1910年、吉磁隆子東京に生まれる

| 与謝野晶子《概にたもうことな

かれ》発表

1911年、松島、東京音楽学校本科ピアノ科を優等で卒業後、研究科に入学 I 1911 雑誌『青鞍』創刊

トベ 1912年、松島、学習院教官となる(以後、35年間奉職) 11912 明治天皇没。清朝崩壊、中華

1913年、外出道子、大阪に生まれる。タイユフェール、パリ音楽院でプルミ| 民国臨時政府樹立

大| エ・プリを獲得、ミヨ一、オネゲ、ノレらと知り合う 11914 第 l次世界大戦勃発

1916年、護鏡子東京に生まれる i 
1 1918 第 1次世界大戦終結

1921年、タイユフェーJレ、オエーリック、オネグノレらと共に f六人組Jの旗揚 l

正 げ公演として、共同制作《エッフェル塔の新郎新婦》上演

トー→ 1924年、松島、第2回作品発表会にて《プレリュ一件発表

1929年、松島『ピアノ奏法の研究Jを出版。

1923 関東大震災

昭

1930年、タイユフヱール、《フランスの花々》作曲

1931年、吉田‘ピアノ曲《カノーネ》と歌曲《ポンチポンチのJ][廻し》を
発表して、作曲家としてデ、ピ、ュー

1931 満州事変

1932年、渡、東京音楽学校予科作曲部任期生)入学。閥、働排出 11932 上海事変。満州国建国宣言

1933 ドイツでナチスが政権獲得

羽誌を号、電磁、 t義国執生L範liLo f;近代作曲家連盟j が f宮本現代作治家連

盟j と改称、 f冨際現代音楽協会日本支部j の資格を得る

1937年、パリ在住の外山道子、「国際現代音楽協会J主催の音楽祭で《やま

との声》入選

1悦1与、戦争に協力する呂的で、 f日本音楽文化協会j創立

1944年、金井、第 1回交響作品演奏会開催

1悦芯昇、東京新関紙上で、楽壇戦連vl論争起こる

194tらを手、 rfj本現代作治家連盟j、f日本現代音楽協会j として再発足

1947---1948年、タイユフェール、《ヴァイオリン・ソナタ第2番》作曲

1949年、吉殴《君死lこたもうことなかれ》作曲

1950年、金井、作曲グループ f白議会j結成

1952年、吉国《ヴァイオリン・ソナタ ニ調》作曲

1955年、タイユフェール 《悲しみの小径》作治

1956年、吉田蜂子没(46歳)

1鵠 1己主号、 f日本現代音楽協会j、〈現代の音楽展〉開始

1936 二・二六事件

1939 第二次世界大戦勃発

1941 真味湾攻撃.太平洋戦争勃発

1945 広島、長崎に原子爆弾投下。

日本降伏、戦争終結

1946 日本国憲法制定

1950 朝鮮戦争

1964 東京オリンピック開催

I 1966年、避『スメタナ・ドヴォルジャーク』出腹

和!
1974年、渡鏡子投(58歳) I 1974 沖縄、日本に返還される

1976年、タイユフェール、フランス政府レジオン・ドヌール〔オフィシェ賞)I 1975 ベトナム戦争終結

受賞

ほんにやはらみったざんぎょう

1979年、松島、交声曲((般若波緩密多讃経))作曲 I 1979 国連、性差別撤廃条約採択

1983年、ジェルメーヌ・タイユフェーJレ没 (91歳)

1985年、松島券投(95歳)

1986年、金井喜久子投(79歳) I 1989 昭和天皇没

*日本の洋楽界の事項は斜字体(作成:市川啓子)
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Jtリーコニノモナ一一ト 2003_3_28(重量〉

8J本腕人の女性作自家とタイユJI.=j~

<ピアノ曲>

<歌曲>

<ピアノ曲>

<ヴァイオリン曲>

<歌曲>

<歌曲>

謬電署警盛誕百

金井喜久子Kilru孟oKanai(1割)6-1錦 6)

I琉球舞顕組曲』より、 f月夜の乙女たち1(1'倒。?〉

松島韓宝auneMa:抱u油国a(1部 0-1錦 5)

f蔀塩草j(19，諮，1)

fヴア/レスJ(1933) 

金井喜久子鴎h齢豆郡ai(1筑描-1舗6)

間輔の歌](1部 2)より

f東西東西j 岸和一部詩

fハイピスカスJ )11平朝申詩

捜鏡子区陣。Wa:組長 (1916-1974)
fある日海亙でJ(1讃路)鶴見正夫詩

fママの立ち話J(l舗8)柴野民主詩

ジェノレメーヌ・タイユフェールG目maine百週e島町e(1892-1説話)

fフランスの花々 J(1930) 

fヴァイオヲン・ソナタ第2番J(1947-48) 

rl1の歌s(1961)ロベール・パンジェ詩より 一一ー
fかまととJ I当誌はカット

f玄関の貼り紙J I 

f悲しみのIJ怪J(1955) ドゥニーズ・サントーバ祷

一一休 憩一一

外山道子組油蜘均mna(1913生まれ)

fやまとの声j(1937)より

「者りJ 切葉集)

fやまびこJ(古今和歌劇

吉田峰子百kakoY<偲脳血 (1910-1956)
f鍬J(1932)中野鈴子詩

fポンチポンチの皿回しJ(l931)中村正常詩

f君死にたもうことなかれdU倒9)与謝野晶子韓

松島葬羽田eM綿 u油 国a(U駒 -19，筋)
<ヴァイオリン曲> rプレリュード'j (1924) 

吉田峰子混血]roli但凶a(1910-1袋路)

「ヴァイオリンーソナタニ謂 J(1952) 

バリ副本来也怠J43 女詰とヨミ三3fZZコオ日ラム
11 



パリ・コンサート報告

小林緑にぼやしみどり)

f日本の5人の創生作曲家とジヱルメーヌゆイユ

フェ-)レ』
Cinq 倒際ositrices japonaises et Germaine 

Tai Ileferre 

松島吋3、金井喜久子、吉田睦子、外出道子、漉鏡子

会場:2∞3年3月28日後)2Oh30:パリ日本文化会

館大ホール

出費者:奈良ゆみ{ソプラノ)/IJゆ様車(ヴァイオリ

ン)/花岡千春(ヒ7ノ)

プレ・レタチャー f20塑記日本における女性作曲家の

軌跡~ (18b∞，小ホーノ吋

講師:辻浩美(お茶の水女子大学大朝境博士謀者D/通
訳:大島礼子

共催:女性と音楽研究フォーラム ForumFemm鴎 et

Musiqi.ie，Japon (代表ソj嚇椋=

:パリ日本文化会館地おonde Ja culture du Japon a 

P邸側CJP) 01・必37・9叩OlUl(teD;側双mゆ.邸前企

曲目=別添プログラム参照;終演22h30過ぎたため、ア

ンコールなし

後援:国際交流基金(旅費一名分う

協力:yamaha Paris (ピアノ無料貸し出し;ただし調律

は有料)

λ場料:12e町由/ge旧制割引料1tt)/7e町田(学生、t.r;]P
会員料鉛

A.チラシ・プログラム作成

PチラシOHl:J振・仏語販)
-作成:辻結美(事樺)/1同様俗、語訳)/市}I静子

犠動/青木裕子(画像取り込み・印鵬

Pプログラム(演奏曲一賞、楽曲解説、歌詞対訳、作曲家

+演奏者紹介、略年静コき)(fl，語販・日本語拐

・作成:辻浩美(彰嘩:)./花岡千春(報嘩)/長谷川イ

ザベノレ(仏語訳)/市)1静子(編劇/持機種諺)

12 

-フランス語訳(イ嚇報うの枝問+歌詞の仏訳:長谷川イ

ザン匂レ(上智大学教関

このプログラム最終完出こいたるまで、日本語原樹宇成

→フランス語瓶作戒→フランス倶トの連絡という関替で

MCJPが了解なしに変更，改憲したため、断麗異議申し

立て、頑量りに収まったが、チラシは結局フランスでは

使用されず、遺拡

B.事事緯髄(パリでの報道を中心に記齢

1.パヲ臼本文化会館広報誌 5e A誼説明胞詑e:

jan活躍品切:ierlmars宜J03 2003年 1+2+3月号

2. Nl底総合テレビ=200.313117油 45fおはようニッ

ポンj

イゆ践恵十花開千春両氏のリハーサル感景と小林緑の

コメント

3 . 臼本入会新聞 A槌的a出IU anricab1e d掛

田蹴出綿織japonaisen Fr加偲:JournalduJapon 

00.179 2'∞3年1・2月号

4. L'O倍加1晶sSp:成acl田:du mercredi 26 m白羽au

m置也 leravri1， no.却話相本権“ぴあ"のようなイヴ

ェント情報誌)に掲載-効果絶大

5. La Thrrru:蹴 (rオン・ステージ新聞Jのよう材育報

誌:主要コンサート会場で無料配布されるもの)

その他音楽メディアには MCJPが手配したはずだが?

..現物未見

6.MαP館長樹梢態とフォーラム代表IJ嚇緑悦妻名

による樹報側通

7.パリ在住アーテイストの佐古やちよさん制作のポス

ターを30枚賀直付

8. NHKパリ支局など、 NHKからの掛オ・協力。

9.パリのタイユフェール協会年次報告に大きなコンサ

ート予告掲載

C.当日の状況

J>レクチャー:!舗に通訳変更障龍浮上したが、結局土

壇場で代告書確保

80席の小ホールもほぼ満席、講負荷土浩美のレクチャーは

輔告の通訳開題にもかかわらずスムーズに流れ、時簡通

りに終了、質疑誌等も活兎外山自身が今回のために日

本で吹き込んだメッセージ(当日日本から参加された作

曲者中唯一ご存命の外出道子さんの孫娘、斎藤槙さλ持
参のテーフうを流せたことも、聴衆に強J.，¥インパクトを

与えたことと取っれる。

Pコンサート:300席ほぽ埋まる。前売りを制限→立ち

見とし、う方策もあったのでは?

¥ 



レクチャー終了後、開演直前にタイユフェールの孫娘

と関係者総勢3人が来場、未出版{協"Onzecbar酪"の

演奏許可をめぐって談判とし、う思いもかけぬ事態発生、

しかし当該作品を取りやめにすることで収束、無事開演

にこぎつけるo コンサート冒頭、私の簡単な挨拶の最後

に例の作品カット、及む暢轍変更アナウンスするも、

協 tなし。問題の孫娘、回吋reRudderの存在は承知し

ていたものの、在命であることも、まして連絡先も知ら

なかったため、著作韓料の支払とは別に演奏許可を得る

とし、うことに思い及ばなかった不明を恥じる次第だが、

しかし彼ら3者の権利主張一点張りの態度には、驚きと

恐怖を禁じえなかった。こうした係累の動きが、ジェル

メーヌ・タイユフェールの音楽の復興・再評価を阻むこ

とにならぬよう、願うばかりである。

第一部:金井のピアノ曲、渡の歌曲、タイユブエールの

「悲しみのイイ5むなど、大いなる拍手。

ノj嚇菟恵さんのタイユフェー/レ「ヴァイオリン・ソナタJ

もとても美しい。

15分休憩の合間にNHKの樹村、聴衆へのインタヴュ一

千首コれたぽずだが、 3月29日朝7時のNHKニュース

の放映ではカット。コンサートからは疲『ある白梅立で』

が流された。

演奏前には奈良+花岡両氏へのインタヴューあり、奈良

さんがこの時期にf君死にたもう…jを歌う意義を熱弁!

寸置関前の3月22日、同じこのホーノレで、吉間しげ美

さんが自作的「君死にたもうJを歌われたことを、冒頭

挨拶で触れておいてよかった、と改めて思う。

第二部:外山の「やまとの声j 二曲歌い終わるも、拍手

のタイミング逸したのか、会場からは音なしで、斎藤槙

さんにはいささか申し訳ない気分。松島のヒ7ノ曲、ヴ

ァイオリン曲はともに佳品という感じがどタリ。だカ河'iiJ

より、 f君死にたもうことなかれjとヴァイオリン・ソナ

タで、吉田隆子が強烈にアピールしたようた拍宇鳴り

やまず、しかしすでに22桜硲過ぎ、私も最後のお干しに上

った舞台から、アンコールなしを宣して、めでたく終了!

フォアイエでの打ち上げには、大勢がもトつまでも立ち去

らず、 24h近くになって会館側から迫られ、皆さんよう

やく退散。ともかく賞費の言葉ばかりいただけで、本当

にありがたかったレ旬以外の都市でもすればいし、の

にJr吉田隆子の楽譜はどうやって入手できる?J rタイ
ユフェールすらも自分たちフランス人は知らなかったJ

「この間題に目覚めたきっかけは?J r日本でもするの

か?J etc.の質問うける。
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D.事後報道etc.
1. 2∞3年4月2413、朝B新聞“A四国対也eWor}d"

欄(夕刊Hこ、パリ在住の作曲家、望月京さんが彰嘩

2. iニュース・ダイジェストJ(パリの週刊日本言語開部

に田中久美子さんが執筆予屯(未見)

3.笈)()3年4月25日、国立音楽大学総合ぜミlこて恥休

が一部報告。

E.経費、助成金額係{会計報告は、「女性と音楽鞭フォーラムの

歩みj笈溜毎護に掲斡

・作曲者ご遺族、国際婦人協会、フォーラム会員からの

寄付により実施可能となった

-国際交流基金=旅費1名分:119α刃円

'MαP支払分=2792.69ユーロ(約36万円)などL

F.総括・意義・反省

ー日本文化を宣伝する機関としては世界ーと評されるパ

リの日本文イ位き館にて、日本の女性の作曲をまとめて紹

介したとしづ歴史負強義ありと、自他ともに評価0

・フランス人にさえ縁遠カミったタイユフェールが取り上

げられたことを、フランス人の観客から感謝された。タ

イユフェール協会会長のアカール氏からも、タイユブエ

ーノレの本質をここまで捉えた演奏iこ出会ったことはない

旨、最高級の賛辞と感謝を込めた丁重なお便りを頂戴し

た。

・タイユフェールのみならず、演奏全般カ濠晴らしく、

これが成功の最大の原因。

・レクチャーも簡潔にして明仇質疑も多く盛り上がっ

た
-与謝輔自子+吉田隆子『君死にたもうことなかれ』は

イラク戦争下、最良の選曲!

・交流基金からの助成があまりにも小額→今回のような

多額の寄付は例外的

'MCJP側、磯村宣告長の即臼立、次回の可能性も匂わせ

た良好なもの。

-再読の可能性:演奏者は積極的/いす"'tuとせよ資金問

題訪2ネック。-J2JJ::-

ー・ ‘'ー~ーー-

コンサート竃頭・代委挨拶(写真漫供:有馬絵里子氏)



女性と音薬研究フォーラム
コンサート inパリ

玉m格子{た封切コゅうこ)

2∞3年3月28日、女性と音楽研究フォーラム初の海外

におけるコンサートが、パリの臼本文化会館において開催

された。プログ、ラムは、日本の女性作曲家5人とタイユフ

ェールの作品からそれぞれ数曲ずつが選ばれ、花岡千春

悦)、奈良ゆみ (Sp.)、林院恵飢)の各氏によって

龍奏された。以下、フォーラムの会員としてはただ一入、

聴くことだけを目的に参加した者として、おもに当日の演

奏についての感想を述べさせていただ、く。

何よりも特筆すべきは、ソロおよひブンサンプノレ・ピア

ニストとして、全曲にわたって出演した花開千春氏の演奏

である。彼は、曲併詩文キ構造その他をすみずみまで把握

しj尽くしたうえで、音の生放する現場では即脚色要素も加

えつつ、それぞれの曲の持ち味を、繊細カη 多彩な音色で

表現し尽くした。私は常々、「知られざるj曲を槙奏すると

きほど、演奏者の役舗が重要になってくると患っている。

もし、ある程度クラシック音楽に興味のある人がモーツア

ルトヤ〈ートーヴ、ェンを聴いてつまらないと感じた時、多

くの人は、歯ではなく、演奏者カ鳴いと考えるだろう。し

かし、「知られざるj曲一ーとりわけ漏られざるJ作曲家

のーーを耳齢、て退屈を覚えた時、その原因は曲にあると考

えることが多しもそ*1，1土しばしば、「だからこの曲が『知ら

れざる』曲であるのは当然だjとし、う艇識にまで導かれる。

当夜、指南氏は、この危換性を見事に巨躍していたたと

えば、松島葬の2曲のヒマノ曲。簡素なたたずまいのこれ

らの曲は、普通に旗奏すれば、「面白みのない曲Jと尉コれ

カ寸ユなし、しかし、花岡氏は、簡素な楽譜から、歯のエッ

センスとでもいうべきものを引き出し、気品に満ちた珠玉

川省を聴き手の耳に届けたまた、歌曲の伴奏において

は、仮に歌がなく、ヒブノパートのみ聴いていたとしても、

いま何が問題になっているかが如実に伝わってくるような、

舗細でニュアンス豊かな自在な演奏を聴かせた。氏の演奏

に聴きいっていると、私はしりも耳が澄んでいくような気

がする。

奈良ゆみ氏の声は、非常にドラマティックで、ストレー

トである。今回のコンサートでもその本領が遺強なく発揮

された。当夜もっとも拍手を甑肢のは一一米のイラク攻

撃が始ま・って一週間ほどの時期だ、ったせいもあるとJ思われ

るカト一、日露戦争時に与謝略語子によって詠まれた反戦

詩をテキストとした(信死にたもうことなカれ》である。

ここでは、奈良氏の重みのある声質が、訟の求める響きと

一致し、与議接踊子一吉田隆子一奈良ゆみとつながる三者

の反戦に対する思いカ激しく表出されたλ有箪歌曲形式で

5番まで、ある歌詞は長すぎるので一部カットするという案

も事前に出たが、聴可の内容を大切にしたし、品、う演奏者

の意向で全曲歌われることになったのは、反戦意思の明確
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な観月と理調停され、それはそれで重要なことだったと，思う。

だが正直なところ、同じ旋律が何度も続くと、簡素なだけ

に、さすがに退屈なところもあった。歌詞の内容に応じて、

動、方にもうひと工夫あったならばと思われなくもなカり

tCoそれは、(懐高東西>)や《ポンチポンチの盟国し》など

のコミカルななかに社会風車jをこめた曲で、より強く感じた

ことであった。曲識の変化にもう少し鋭敏に節志して、軽

今やさやひねりや陰影などのニュアンスも多彩に表現され

ていたならば一ーたとえばピアノパートに聴ぬ寸もたように、

あるいは、奈良氏自身が渡鏡子の2曲において示していた

ように一一、もっと知子きのあるものになったのではない

だろうれ

IJ場事与恵氏のヴァイオリンは、タイユフェールでは、最

初こそ、多少不安定なところがあったが、すぐに設にのり、

ヒ?ノと絡みあいながら、生き生きとした濯動量音楽を響

カ吐た。西洋古典音楽のスタイルで書カれた松島葬の《プ

レリュ一時も、被女のピアノ曲と同議、簡素なっくりだ

が、大変ていねいに演奏され、この曲のもつのびヰ3かな息

日が伝わってきた続く吉田峰子の《ヴァイオリン・ソナ

タ》は、当夜の白層だった。イ嚇氏は、この音はこうある

しかない、と思わせる説得力のある響きで」昔Lー音を積み

重ねていき、ピアノとともに、この曲のもつ立体的で彫り

d濃し構造を明確に表現し、充実した多層的な響きの世界

をイ乍りあげアらこの曲が、多くのヴァイオリニストのスタ

ンダードなレパートリーとなって、多様な切り口からさま

ざまに演奏されることを願わずにはいられなしも

「対生作曲家による栴弘J品、う共通項を除けば、さま

ざまなタイプの作品が並べられた当夜のプログラムは、

f対生作曲家jという括りが、 f期金作曲家Jという揺りが

何の意味も持たなし、のと同様、作品そのものを理解する助

けとはならないことを、明らかにしていたと尉コれる。実

際に栴~が演奏され、聴かれることによって初めて、個々

の偽誌の意味や価値についての議論を始めることができる

のた f女性作曲家の{缶詰によるjと銘打った場合、栴詰そ

のものの質は作品によって関われるべきであるにもかカサコ

らずーーその際、ジェンダーの要国が作喝の質そのものに、

どのように、どの程度関わってくるカヰこついては、手品こは

現時点では未解決の問題が多く、立場表明できなし、一一六

「刻白ということを根拠として、持品そのものを関われ

る場にそもそも到達することすら許されないことの多かっ

たこれまでι寝覇酔組に対する異議申し立て、と私は理揮

している。当夜のコンサートは、ある作品が知られ、ある

いは知られていないのは、そのf特ロの質のせいばかりでな

く、音楽の生産キ受容の場に働いている広い意味での)

蹴台力学の結果でもあることを、さまざまな形で示してい

たといえるだろう。また、この力学ゆえにこれまで演奏さ

れる機会の少なかった作品を、ほんのわすヨミにすぎないと

はいえ、すばらしい演奏で紹介することによって、音楽世

界をより豊かなものとしていくために、ささやかながら貢

献したといえるだろう。



I{ l'・2ンサート事害さん旅日韓

市JII 啓子(いちかわけいこ)

イラク戦争勃発、新型肺炎諸行・・・と世界情勢悪化の

中、一世一代の勇気を振り絞って、パリでのコンサート開

催の裏方さんとして行ってきましたここに、その顛末を記

させていただきます。

麗亙豆亙
6:10起床。窓を開けると小雨。昨夜、家族の反対の中、

家出同然にスーツケースを下げて、多恵モノレールの

駅近くの~IJ宅に来て泊まったのだが、安眠できるはすも

ない。

6:20夫より、 f気をつけて行ってらっしゃしリとのモーニ

ング、コー/レ。一安心。しかし、ラジオのニュースは、イラ

ク戦争の灘化を伝えている。

6:50雨が小止みになり、お守りを胸iこ、いざ出発。立JII
駅の下りエスカレーターから、キャリーパックをゴ、ロンゴ、

ロンと転落させる。あ一、前に人がいなくて良かった!

9:25成田第2国際空港着。ゆっくりと朝食をとり、搭乗

手続き。出発ロビーにて、ピアニストの花碕さんにお会

いし、田辺さんよりの差し入れをいただく。また、橋口さ

ん親子とも会う。機内で食べるのだと大きなピエール袋

一杯にお菓子やらおつまみやら…、とても楽しそう。

11:50飛行機は出発した。離陸直前の窓の外は土砂降

り。暗雲立ち込めている。運を天に任せるしかない。し

ばらくは、辻さんと窓際で緊張して座っていたが、ふと

見回すと、なんと空いていることか。窮屈に座っているこ

とはない。辻さんは中央の4席に移動。私は窓際の3席

を独占。二人ともゆったりと足を伸ばして眠ってしまっ

た。

15:55(パリ時間)23:50(1:3本時間) パリ・シヤノレル・ド・

ゴール空港到着。 ほんとうにパリに来てしまった! 空

は、まぶしいほどの快晴。花岡さんの友人の車に乗せ

ていただき、 17:00にホテル着。ホテルは大通りから少

し引っ込んだ静かなところにあり、サン・セヴラン教会の

すぐ近く。まずは、花摘さんとスーパーに行ってf水Jを

買う。「水を買うJという習慣がないので、びっくりしたが、

後から考えると大変助かった。 夕食は、有名なベトナ

ム料理の}吉 KimLienに連れて行っていただ、く。花岡さ

んには、この後も、この旅すべてにおいてお世話になっ

た。感謝、感謝!

障003.3.2制
9:00観光。しかし、お昼に小林先生と待ち合わせなの
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で、近場にする。歩いてセーヌJIlを渡り、シテ島へ。ノ

ートルダム大聖堂を外側から眺める。百聞は一見にし

かずとはこのことだ。産史を感じさせるcだが、いつもは

たくさんしもという日本入団体客にはお目にかからなか

った。むしろ、英語が行き交っているので、アメリカ人が

溢れているようだ。このご時世にノ一天気な国民だ…と

腹が立つ。サントシャベルの素晴らしいステンドグラス

に感激した後、サンリレイ島に渡る。

11:00道に迷う。行けども行けども、元に戻れない。先

生が待っていると言うのに…!辻さんと二人で、シテ島

とサンリレイ島を駆け足で縦顕してしまった。後で見直

すと地図の見方が逆であった。先生とお会いできた時

は、汗と涙でグチョグチョ。

13:00小林先生と明日の打ち合わせを静ませ、ショッピ

ングに。めざすは、モンテーニュ大通りのルイ・ヴィトン。

今度は、地層の見方を間違えないぞ。

17:00花摘さん.小林美恵さんと待ち合わせて、フラン

ス料理の}苫ジャック・カーニャに連れて行っていただ、く。

かのエスカルゴ、に挑戦。しかし、デザートのあまりの大き

さに、さすがデザート好きの私も半分にてダウン!

長003.3.271
14:00パリ日本文化会館にて、リハーサル。高速郊外

鉄道iこ乗って到着すると、ヱッフェル塔が真近に見える。

日本文化会館は、他の歴史的建物とは異質な、ガラス

張りのモダンな建物だ。スタップの方々に案内され、地

下の大ホールへo大ホールとはいえ、音楽会場ではな

い。大きな床に組み立て式の座席が300人分取り付け

られている。客席の列の真中に通路がないので、真中

から座っていただくしかないし、移動するとミシミシと音

がする。不安材料は多々あるが、いたしかたない。リハ

ーサル中に、プログラムのミスなども発見されたが、これ

も、しかたがない。旗奏願序も、 f君死にたもうことなか

れjを歌曲の最後に持ってくることに変更した。辻さんの

講績の通訳の方とはお会いできず、当日の5時に打ち

合わせとのことであった。

21:00昨夜と同じ庖にて、はるばる出向いてくれた辻さ

んの教え子の二人と食事を祷ませ、ホテルに着くと、フ

ロントにお届けものがある。作曲家外山道子氏のお孫さ

ん斉藤槙さんからの手紙とカセットテープであった。祖

母へのインタビューを是非明日の講読で披露して欲し

いとのこと。フロントに身振り手振りでお願いして、ょうや

く出してもらった時代物のカセットテープレコーダー。流

れてくるインタビューは、約3分。制限時閣の中で、いか

にしてこれそ紹介するのか? 思案の末、内容を要約し

て辻さんが紹介し、外山さんがフランス語で語っておら

れる最後の10秒間ほどを流してもらおうということにな



った。明日本番というのに、二人が床に着いたのは午

前2時をはるかに回っていた。

包竺.3.281

11:00午前中は、辻さんの原稿読み上げ練習。薬局へ

の買い物。お昼はサンドイツチι患ったが、大きなフラン

スパンにチーズやらハムやらがガサッと入ってしものし

かない。ジュースも思うように買えない。二人でパンを半

分にして、水にて流し込む。日本のコンビニエンス・スト

アはなんと便利なのだろう。

13:00高速郊外鉄道に乗り込むとき、韓賭している聞に

辻さんと私の簡で電車のドアが閉まる。辻さんは次の駅

で降りて私を持ち、私は、その次の駅まで行ってしまう。

降ろされたから良かったものの、全然51jのところに行っ

てしまうところであった。これは、本臼巻き起こる犠々な

事件の、ほんの前座に過ぎなかったのだ。

14:00パリ日本文化会館に到着すると、小林先生が青

い顔。通訳をお願いしてあったマドレーヌさんよりの連

絡で、 f風邪を診察していただいた医師がヴェトナム婦

りのため、アジアで大流行の肺炎(SARS)に擢患の可能

性がある。その医師にかかった愚者は外出禁止と言い

渡された。本日行くことは不可能」とのこと。最悪の場合

は、イザベル先生訳を小林先生が読み上げるしかない

が、質疑応答、および急謹追加した外山さん部分の訳

が問題一先生は、最後の望みを託して、 NHKの山本氏

に連絡。私たちは、 AV担当のフランス人の方に、外山

さんのフランス語部分を会場に流していただきたいこと

を伝える。カセットのままでは不自由なので、 MDに入

れ替えねばならないのだが、なかなか上手く行かない。

辻さんと先生は、練習のため別室に移る。その10秒部

分が無事収まったのは、講演開始わずか1時間前。

17:00 NHKパリ支局の大島礼子さんとしち方が、急濯

駆けつけてくださる。前後の経緯もコンサートのことも知

らない建築関係の方。でも、優秀な方とのこと。 30分の

みのヨミあわせであった。続々と入場者が集まり、 80席

がほぼ埋まる頃、斉藤槙さんも友人の方とともにいらっ

しゃる。

18:00辻さんの講演開始。大変落ち着いていて、スム

ーズであった。通訳の方もとても立派で、有難えて涙が

出た。質疑応答が活発で、この通訳は、やはり大島さん

にいらしていただいてよかったと胸をなでおろした。難

を言えば、入り口が変な場所にあり、遅れてきた人がと

ても入りづらそうであったことであろうか。

19:20レクチャーが無事終わって、控え室に移り、お弁

当を・・・というところで、前やら騒がしくなる。開けば、タ

イユフェールの孫という人と関係者3人のフランス人が

主催者に談判に来たとのこと。えっ!タイユフェールに

16 

お孫さんが?・・・ 3 ドアの外では「サインはしない方

が・・・j、fこの楽譜は・・・jとの言葉が行き交っている。

その内、小林先生、谷戸さん、辻さんは、会議室へと行

ってしまい、悲は留守番に残される。こうなったら、必死

に折るしかない。ふと昆ると、ヴ、アイオリンの小林美恵さ

んが熱っぽい顔をしている。熱があるので、この薬を買

ってきたのだが、飲むべきかどうか・・・と相談される。薬

を見ると、どうもアスピリンのようではあるが、飲み慣れな

い薬を飲んで、もし副作用でも起こされては・・・と思うと、

勧めるわけにはいかなカミった。食欲はあるというので、

fお弁当を食べて、休んでくださいねjと言う。 f皆はどう

しちゃったの ?Jと閣かれるので、 f何も心配なさらなく

ていいんですよjと言う。胸の中は心配の嵐だった

e が・・・。

19:50辻さんと小林・谷戸夫妻が控え室に戻ってくるo

伺えば、今日は自筆譜による歌曲は歌わないことにし

て、引き下がっていただ、いたそうだ。とにかく、コンサー

トを成功させねば・・・。皆でお弁当を何とか一口だけか

き込み、会場へと急ぐ。花岡さんに、「嫌なことは、忘れ

てくださいねjと声をかけると、 f忘れました。大丈夫jと

ニツコリとしてくださり、嬉しかった。

20:30コンサート開演。ほぽ満席。小林先生が緊張の

面持ちで舞台に立ち、挨拶に続けてプログラム願序の

変更とタイユフェールのfl1の歌Jは中止することをフラ

ンス語で必死に伝え、無事、演奏開始に漕ぎ着けた。

演奏中は、ただ、ひたすら祈るのみ。小林さんは熱があ

るというのに、いや熱があるからこそだろうか、素晴らし

い熱演で、感嘆!花岡さん、奈良さんも、直前にあんな

ことがあったにもかかわらず楽曲の世界に没入して、個

性的な演奏を披露してくださる。ほんとうにプロとし、うの

はすごいな・・・と心から感心した。

22:30アンコールはなしで、大拍手の中、コンサートは

無事終了した。打ち上げ会場では、日本から来てくださ

った方々やフランスに留学中の知り合いiこ会え、皆、と

ても喜んでくださった。ただし、会館のスタッフに即お弁

当代を請求され、必死でユーロをかき集めて手渡す。

24:00ホテルにたどり着く。シャワーを浴びる元気もなく、

泥のように眠りにつく。辻さんは、お風呂に入って、洗

濯までして、えらいなあ・・・。

除003.3.2到
10:00玉川さんと待ち合わせをして、オルセ一美術館

iこ。ルノワールやセザンヌの実際の絵をこの美術館で

見ると、ああ、ほんとうにパリに来たのだ・・・と実感させら

れる。コンサート前までは、ゆとりがなく、鑑賞・・・という

気分になれなかったのだo指行く人々や、樹々や花々

にも、やっと目が向けられる。セーヌ河畔の樹々が芽吹



いてきて全体に薄緑色だ。花は水仙、パンジーが美し

い。パリの空気を存分に吸い込む。しかし、あまりあちこ

ち見とれて歩いていると危険!犬の散歩のお土産

が・・・。

12:00花岡さんと持ち合わせをして、 4人で昼金後、ショ

ツヒ。ング、にラファイエット百貨底に連れて行っていただく。

途中でデモ隊らしき団体に出くわす。そうだった!フラ

ンスでは戦争反対なんだ・・・と現実に戻される。ラファ

イエットで、i士、何万本ものネクタイの中から、限られた予

算内で4人の(愛する)男性へのネクタイを選ぶのに必

死の思い。 NOVAでにわか勉強をしたフランス語のカタ

コトでお買い物。

18:00小林・谷戸ご夫妻が宿泊されているアバルトマン

を玉)11さん、辻さんの3人で訪ねる。お二人の友人の女

性のお宅だそうだが、その方はお留守とのことで、お二

人に家の中を案内していただいた。家の中の内装から

何から徹底して一人でなさる方だそうで、個性溢れる生

活振りが感じられて、驚きの連続である。

19:00小林・谷戸ご夫妻に招待されて、近くのレストラン

で夕食。昨日の労をねぎらい合う。反省することは、山

ほどあるけれども、とにかく終わったのだ!と実感。

12003.3.301 

9:30玉川さん、ヴェルサイユ宮殿に行く途中で、忘れ

物を取りに私達のホテルを訪ねてくる。コンサートのこと

やフォーラムの今後のことなど、普段話せないことまで

親密に話すことができた。

11:00花岡さんに誘われて、ノートルダム大聖堂のミサ

に参列。扉を開けると、なんという音の空間!大聖堂一

杯に鳴り響くオルガンの音色。聖歌隊と独唱者の掛け

合わせ、司祭の説教も一つの音楽だ。これが西洋音楽

の源なのだ。その祈りの場にいると、ああ、神様は私た

ちのコンサートのはじめから終わりまでをずっと見守っ

ていてくださったのだ・・・と、脈絡もなく感動し、涙が溢

れて止まらなかった。

12003.3.311 

15:00成田空港着。満開の桜が自にしみる。花のパリも

いいけれど、やっぱり、私にとっては、日本の桜が一番

美しし h ・.0

涜]

サン・セヴラン教会般の辻さん

コンコルド広場にて(筆者)

ノートルダム大聖堂入り口
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1。但にこには、合衆国作曲家協会や音楽クラブ連盟

など、 f女性と音楽」を主題としていないアメリカの4団

体も含まれます。韓国とカナダではそれぞれ女性作曲

家協会が提携団体となっており、その他は多くが当フォ

ーラムのように女性と音楽云々とし、った名称の団体で、

す。基本的に共通した目的を持つこれらの団体の半数

程が1970年代刻も80年代にかけて創立されている

ことも興味深く思われます。

ちなみに、ドイツの提携団体の一つはソフィー・ドリン

カー・インスティテュートです。ドリンカーの『音楽と女

性~tこ感銘を受けた音楽学者ガイリンガー夫妻が、同

書のドイツ語師事長における女性一社会特句研究』を

刊行したのが 1952年。そのちょうど 50今後に設立さ

れた研究所で、音楽における女性・ジェンダー研究の

中でもドイツ語と英語の文献を重点的に扱っているの

が特長です。その他、これら諸国体の概要はIAWMジ

ャーナル第9巻1号白∞3)に掲言設されています。女性

と音楽関係団体のサイトもあります。→ht旬以

music.acu.eduJv.明W丘awmJwimusiclindex.h伽J.l

園 出光真子さんの訴訟、和解をもって解決!日ー

ご寄付を拝受しました

前号のニュースでお知らせしました映像作家の出

光真子さんに対する名誉製損の裁判は、この 4月、

再発防止のための条件をつけた社解をもって解決し

ました。そして、出光さんより、被告から支払われ

た損観音積金のうち、裁判等にかかった経費を引い

た残金を、女性の表現、女性と暴力の分野で活動し

ているグ、パFープに害付したいとのお申し出があり、

当フォーラムでは、身に余る光栄なことと驚きと緊

張をもって 10万円のご寄付を拝受いたしました。こ

れまでにも増して、女性の創造{生に等身大の光を当

てることに活用させていただきたいと思しぜ吹占

- ホームペ}ジ開設!パリ・コンサート情報で威力

発揮

2∞3年 1月に、浦)1圧之氏のご尽力を得て、待望

のホ}ムページが開設しました。刻々と変化する 3

月のパジ・コンサートの情報をリアルタイムでイン

パクトのある画像で伝達していただき、威力を発揮

しました。次は「パリーコンサート報告特集jです。

皆でカをあわせて、有益なページを維持していきま

しょう。

圏 イタワア・バロックの女性作曲家たち

「イタリア・バロック音楽と女性jをテーマに活動する

演奏グ、ループ、コンチェルトデッレ・ダ}メが、大阪と

東京で、「イタリア・バロックの女性作曲家達jと題する槙

奏会を開催、ストロッツィ、ベンボ、カッチーニ姉妹、レ

オナルダ、メーダの佳品を質の高い演奏で耳駒込せまし

た(1月 10日大阪心斎橋島之内教会、 13日東京護

国寺同仁教会)。同グループはイタリアで古楽を学ん

だ日本女性5人のアンサンブ‘ルで、今後も日伊両国で

様々な企画に取り組む予定です。なお、メンバーの一

人、ソプラノ歌手小池智子さんが、この程当フォーラム

に入会されましたc

く編集後記>

ノ旬・コンサートの日 3月 28日は、なんと、フォーラ

ムの 10歳の誕生日でもあったのです。 4人からの出発

で、よくぞここまで育ってきたものです。 感無量!

("$)11啓子言E)

-海外ではどのような「女性と音楽」関係団体が活動

しているのでしょうか

その答えの一例として、前号でご紹介した国際音楽

女出車盟~IAWM白ternationalAlliance for Women 

inMusic)の提携団体が挙げられるでしょう。現在日団

体の国別内訳はアメリカ6、ドヂY、イタリア各2、イギリ

-ji--r
』

三

女性と音楽研究フォーラム会報第3号

Bulletin of Women and Music Study Forum Vot.3 

女性と音楽研究フォーラム事務局(市jlf啓子・西阪多恵子)

2003年 6月21日(土)

編集・発行

発行日
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